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❷ 2012 年度冬キャンプ
【実施期間】2012 年 12 月 24 日～ 27 日

【開催地】（株）ブリヂストン軽井沢保養所

【参加内訳】子ども：16 名（募集締切時 20 名）、学生ボラティ

ア：31 名、その他スタッフ・協力者 16 名

【主な内容】

REPORT

ご寄付のお願い
【口座】三井住友銀行   大塚支店（店番号 227）普通 1284200
【名称】特定非営利活動法人 お茶の水学術事業会 理事長 平野由紀子（この口座は、夢のつばさ専用口座となっております）

ご協力いただける範囲でご寄付賜りますれば幸いです。ご芳名、ご住所（連絡先）を下記までお知らせくださいませ。

領収書をお送りいたします（恐縮ですが税金の控除になりません）。

連絡先：事務担当　滝澤公子　TEL&FAX：03-5978-5362　Email：tsubasa@npo-ochanomizu.org

12 月 24 日 開会式、軽井沢銀座散策

12 月 25 日
朝の勉強会、クリスマスパーティ準備（ 飾り
付け、クッキー作り）、クリスマスパーティ、
サンタクロ― ス登場、アカペラ音楽会

12 月 26 日 勉強会、茶道体験、カルタとり大会

12 月 27 日
閉会式、写真スライドショー、保養所管理人
へ子どもたちから感謝のカードプレゼント

❶ 東日本大震災孤児・遺児の保護者
　 との懇談会（第二回）

【実施日】2012 年 11 月 3 日（土）

【参加者】東日本大震災孤児・遺児の保護者４名、

	   河野貴代美氏、室伏きみ子、滝澤公子

【内容】5 月の第一回懇談会の際に参加者の方 と々交わした、再

会の約束を果たすため、心理カウンセラーの河野貴代美氏（元

お茶の水女子大学教授）とともに仙台市を再訪しました。

　震災から一年半が過ぎ、復興に向けて様々な取組みが始まっ

ているなどと報道されるようになりました。一方で、そうした

中で「復興格差が広がっているのではないか」と孤立感を深め、

「自分は不公平な状況に取り残されている」といった不満や焦

燥感を持つ方もあって、保護者の方たちも軋轢を感じながら日

常生活を過ごしていらっしゃいました。

　河野氏はフェミニストカウンセリングの長い経験をお持ちで、

その行き届いた応対に、皆、打ち解けてお話が進みました。

夢のつばさスタッフが、利害に関係のない立場でお話をお聞き

することによって、保護者のお気持ちを少し和らげることがで

きるように感じました。

　夢のつばさ♥プロジェクトに集う子どもたちが置かれている

現地の状況を少しでも

理解し、保護者の方々

の抱えるストレスを軽

減する機会として、今

後もこのような懇談会

を続けていきたいと考

えています。

「夢のつばさ♥プロジェクト」は、東日本大震災で親を失った子どもたちを長期にわたって支援する

ことを目的に、お茶の水学術事業会を中心に NPO 法人４ 団体の協力によって進められています。

　2012 年秋冬は、学校の長期休みに子どもたちとキャンプ活動を行ったほか、保護者の方たちとの

懇談会を実施しました。

◆ 茶道体験 ◆ クリスマスパーティ

　キャンプも 5 回目となり、子ども同士につながりが生まれて、

とても楽しく過ごしています。クリスマスパーティの準備は、子

どもたちと大学生が協力して行いました。茶道体験では、いつ

もは少し落ち着かない男子小学生も集中してお茶を点て、気持

ち良い時間を過ごしまし

た。このキャンプが、助

け合い学び合う場となる

よう、さらに心がけて活

動したいと考えています。

（夢のつばさ♥プロジェク

ト事務局　滝澤公子）


